
「本時」で学ぶべきことを焦点化し、
全ての子供に力を付ける！

西部教育局

お役立ち情報

令和５年１月号

ここがポイント①

ここがポイント③

子供が説明するのは、
本時の内容に関わる部分
に限定する！

ここがポイント⓶

子供の気付きは教師の
発問で引き出す！

ここがポイント④

本時で習得した数学的な見
方・考え方を、類似問題の中
で活用できるようにする。

既習事項や計算の手順
等の説明は、必要なけ
れば省きましょう。

Ｂ先生のクラスの子供
たちは、どの見方・考
え方を選択すればより
効率よく解けるかを考
えて問題を解こうとし
ていますね。

子供が説明をするときは、「この部分だけを説明して」

と条件を付けると、より本時の学びが焦点化されます。

常に本時のねらいを意識することが大切です。

つまずきを想定するとき、それは本時のつま

ずきなのか、既習事項に関係するつまずき

なのかを整理することが必要なのですね。

【問題】
左の図形の面積を、
工夫して求めましょう。

【既習事項】・正方形、長方形の面積の公式

「本時」では、何ができるようになればよいの
でしょうか。また、その過程でどんなところに
つまずくのでしょうか。

本時の学習のつまずきを想定して
授業を構成するＢ先生の場合

子供がつまずかないようにするために
授業を構成するＡ先生の場合

令和４年１０月３1日
笠井調査官講演会より

÷

本時のつまずきと、
既習事項のつまずきとは、
切り離して考える！

本時に関連した既習事
項については、掲示など
にまとめておきましょう。

本時のまとめにつながる
キーワードを具体的に想
定して発問を考えましょう。

算数の授業力をアップするコツは、「本時の学習のつまずきは何で、それに対して

どう説明したら全ての子供が理解できるか」を教師が明確にもっておくことです。

【まとめ】

Ｌ字型のような複雑な形も、分けたりつぎ足したり
して長方形や正方形の形を見つけると、面積の公
式を使って求めることができる。
→適用題・振り返り

【まとめ】
Ｌ字型のような複雑な形も、長方形や正方形
の面積の公式を使って求めることができる。
→適用題・振り返り
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